一 年 以上た ちます と、 王 さま は あとが わりの 女王 さ 

ま をお もらいに なりました。 その 女王 さま はう つくし 

いかたで したが、 たいへん うぬぼれが 強く、 わがまま 

なかた で、 じぶんよりも ほかの 人が すこしで もうつ く 

しいと、 じっとして はいられ ないかた でありました。 

ところが、 この 女王 さま は、 まえから 一 つの ふしぎな 

鏡 を 持って おいでになりました。 その 鏡 を ごらんに 

なるとき は、 いつでも、 こうおつ しゃる のでした。 

力 力み 力，.； 

「鏡 や、 鏡、 壁に かかって いる 鏡よ。 

国 じゅうで、 だれが いちばんう つくしい か、 いつ 

ておくれ ご 



おたずねに なりました。 

「鏡 や、 鏡、 壁に かかって いる 鏡よ。 

国 じゅうで、 だれが いちばんう つくしい か、 いつ 

ておくれ ご 

すると、 鏡 は 答えて いいました。 

じょおう 

「女王 さま、 ここで は、 あなたが いちばん うつくし 

ヽ o 

レ 

しらゆきひめ 

けれども、 白雪姫 は、 千ば いもうつ くしい ご 

女王 さま は、 この こと をお ききに なると、 びっくり 

して、 ねたましく なって、 顔色 を 黄い ろくしたり、 青 

くしたり なさい ました。 



「どうぞ、 おねがいします ご と、 お 姫 さま はたの みま 

しらゆきひめ こびと 

した。 それから は、 白雪姫 は、 小人の 家に いる ことに 

なりました。 

白雪姫 は、 小人の 家の しごと を、 きちんと やります _ 

ぎん 

小人の 方で は 毎朝、 山に はいりこんで、 金 や 銀の はいつ 

た 石 を さがし、 夜になる と、 家に かえってくる のでし 

た。 そのと きまでに、 ごはんの したく をして おかねば 

なりませんでした。 ですから、 ひるま は 白雪姫 は、 たつ 

た ひとりで るす をし なければ なりません ので、 しんせ 

つな 小人た ち は、 こんな こと をい いました。 

「おまえさんの まま 母さんに 用心な さいよ。 おまえ さ 



きょうあつた、 いっさい のこと を 話しました。 

こまものう おに 

「その 小間物 売りの 女 こそ、 鬼の ような 女王に ちがい 

ない。 よく 気をつけな さいよ。 わたしたち がそば にい 

ない ときには、 どんな 人 だって、 家に いれない ように 

す るんで すよ ご と。 

力 力み 

わるい 女王の 方で は、 家に かえって くると、 すぐ 鏡 

の 前にい つて、 たずねました。 

「鏡 や、 鏡、 壁に かかって いる 鏡よ。 

国 じゅうで、 だれが いちばんう つくしい か、 いつ 

ておくれ ご 

しよ-つじ さ 

すると、 鏡 は、 正直に まえと おなじに 答えました。 



「女王 さま、 ここで は、 あなたが いちばん うつくし 

ヽ o 

レ 

けれども、 いくつ も 山 こした、 

こびと 

七 人の 小人の 家に いる 白雪姫 は、 

まだ 千ば いもう つ くしい ご 

と、 この こと を 女王 さまが きいた ときには、 からだ じゅ 

うの 血が い つ べんに、 胸に よつ てきた かと 思う くらい 

おどろいて しまいました。 白雪姫が、 また 生き かえつ 

たという こと を 知った からです。 

「だが、 こんど こそ は、 おまえ を、 ほんとうに ころし 

てし まうよう な こと を 工夫して やる ぞ。 I そういって、 



まほう どく 

じぶんの 知っている 魔法 をつ かって、 一 つの 毒 をぬ つ 

< し 

た 櫛 を こしらえました。 それから、 女王 さま は、 みな 

り を かえ、 まえと はべつな おばあさんの すがたに なつ 

て、 七つの 山 を こえ、 七 人の 小人のと ころに いって、 

トン トンと 戸 をた たいて、 いいました。 

しなもの 

「よい 品物が あります が、 お買いに なりません かご 

白雪姫 は、 中から ちょっと 顔 を だして、 

「さあ、 あっちに いってち ようだい。 だれも、 ここに 

いれない ことにな つ てい るんで すから ご 

「でも、 見る だけなら、 かまわないで しょうご 

どく くし はこ 

おばあさん はそう いって、 毒の ついている 櫛 を、 箱 



棺に目 をと めました。 近よ つて のぞきま すと、 じつに 

うつくしい うつくしい 少女の からだが はいって います- 

しばらく われ を わすれて 見とれて いました 王子 は、 棺 

の 上に 金文字で 書いて ある ことば をよ み、 すぐ 小人た 

ちに、 

「この 棺を、 わたしに ゆずって くれません か。 その か 

わり わたし は、 なんでも、 おまえさん たちの ほしいと 

思う もの を やる から ご といわれました。 けれども、 小 

人た ち は、 

「たとえ わたしたち は、 世界 じゅうの お金 を、 みんな 

いただいても、 こればかり はさし あげられません ご と 



きもの 

女王 さま はう つくしい 着物 をき てし ま つたと きに、 

鏡の 前にい つて、 たずねました。 

「鏡 や、 鏡、 壁に かかって いる 鏡よ。 

国 じゅうで、 だれが いちばんう つくしい か、 いつ 

ておくれ ご 

鏡 は 答えて いいました。 

「女王 さま、 ここで は、 あなたが いちばん うつくし 

ヽ o 

レ 

けれども、 わかい 女王 さま は、 千ば いもうつ くし 

いご 

これ をき いたわる い 女王 さま は、 腹 をた てまい こと 
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